




On Constructing ａ Lesson Plan of the Industry Studies on the Viewpoint of the
Interrelation between "Technological Innovation" and "Social Ｃｈａｎｇｅ¨ :








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































○ 自動車 は， わ たし たち の生 活
の 中で ど のよ う に使 わ れて い
るのか。
○自動車 は， 単 に移動 と輸送 の道 具としてだ
けでな く， ユ ーザーの趣味や目的 に応じて
活用されるよ うにな った。
◇ グ ラ フ　匚自 動
車 保 有 台 数 の
推 移」
◇ 広 告 「 自 然 と
遊 ぶ， 大 地 と
遊ぶ」
◇ 広告 「 家 族 お
も い の 特 別 ワ
ゴン」
◇広告 匚私 はシ ー
マ を 待 っ て い
ました」
◇ 多 品 種 少 量 生
産 に つ い て の
ビデオ
◇ ワ ー ク シ ー ト
「 昭和60年 代」
なぜ， 自動車 は運転 す る人 の趣 味や目的 に応 じて使 われ るよ う になっ たの
か。
○ ど のよう な自 動車 を生 産 す る
よう にな ったのか。
○運転する人の希望 に応じた様々
な 種類 の 自動 車を 生産 で き る
よう にな ったのはなぜか。
・仮説「多 様な自動車を製 品化し た」 と仮説
「様 々な ニ ーズに対応 して多 様 な製品 を製
造で きるよ うにな った」 をたて ることがで
きる。
○高 級車 ・ 大型 車 やパ ワ ー ステ アリ ン グ，
ＤＯＨＣ，ＡＴな どを装 着して い る高機 能・
高性能 車， 更 にはＲＶ車 など， 運転 する人
の希望 に応じ た自動車を製品化 した。
○コ ンピュータ ーを積 極的に活用 することで
多品種少量生 産体制を 確立し， より 付加価
値の高 い多 様な自動車を ムダを なく生 産で
きるようにな った。
自動車産業 の「 技術革新」 は，多品 種少量生産 体制の確立， 高級車，ＲＶ車
や様々な車種， オプ ショ ン装着 車などの多様な 自動車 の製品化として進展 した










◇ グ ラ フ 「 免 許
保 有 者 数 の 推
移」
◇ グ ラ フ 「 乗 用
車 国 内 販 売 数
の推 移 と内訳 」
◇ グ ラ フ 「
乗 用
車 とＲＶ車 の国
内 販 売 台 数 の
推 移」
◇ 資 料 厂物 品 税
廃 止 前 と 廃 止
後 の 自 動 車 価
格」
◇ 資料 Γ自 動 車
税 金 制 度 の 改
正」
＊ ワ ー ク シ ート
「 昭和60年 代」
なぜ， 昭和60年代 にな ると色 々な種類 の自動車が売 り出されるよう になった
のか。
○ ど のよ うな 自動車 が求 めら れ
るようにな ったのか。
○政 府 は， 自 動車 の売 り上 げを
伸 ばす た め にど のよ う な政 策
を行 った のか。
・仮説「 ユーザ ーの好 みが多様化 した」 と仮
説「政 府が自動車 の売 り上げを 伸ばす政策
を行っ た」を たて ることがで きる。
○女性 ユーザ ーや シルバ ー世代を 中心 とす る
潜在的 ニーズが拡大 する中， バブル景気 と
呼ば れる未曾有 の好 景気 に見舞 われた ので
自動車霾要 は増加し， 高級化，多 様化 の傾
向を示 すようにな った。 また， バブル景気
崩壊後 に自動車需要 は減少傾向を示 すよう
にな ったが， 余暇を重 視する傾 向が顕著 に
な った ので，ＲＶの需要 が拡大 する という
新しいトレ ントが生 まれた。
○消費税 の導入 にともなう物品税 の廃止や自
動車税 の改正 でユ ーザ ーの負担 が軽 くな っ
たこと，軽自動車 の規格 が改正 された。
女 性ユ ーザーや シルバードライバ ーを中心 とした自動車需要の増大， 高級化
やRV 指 向など の多 様なニ ーズが生 まれたり， 自動車 税が改正 されたりし たの











○ 昭和60 年 代 に入り ， ア メリ カ
と日本の関係はどのようになっ
たのか。
・ 円高 が進 む中， 自動 車 の輸 出
台数 はど のよ う にな った のか。
・ 自動 車 の総生 産 台数 は どの よ
う にな ったのか。
Ｏ Ｇ ５（ 先進 ５力国 蔵相会議）以 降円高が進
行し， 輸出による利 益が少なくなったので，
対米 自主 規制台数 は平 成 ６年度 から撤廃さ
れた。
・昭和62年以降，輸 出が減 っている。
・総生産 台数 は昭和62 年以 降 も順調に伸 びた
が，平成 ３年 からは減っている。
◇ グ ラ フ 「 輸
出
規 制 台 数 と 輸
出台 数 の推移 」
◇ グ ラ フ 「 円 高
の推移」
◇ グ ラ フ 「 総 生
産台 数 の推移 」
◇ グラ フ 「 海
外
生 産 台 数 の 推
移」
◇ グ ラフ 「‾地 域
別 海 外 生 産 台
数 の推移」
＊ ワ ー ク シ ート
「昭和60年代」
なぜ，輸出台数が減 っているの に平成元年 までの総生産台数 は増えて いるの
か。
○急 激 な 円高が 進 む中， 自動 車
メ ーカ ーは ど のよ うな 経営 を
始 めたのか。
・仮説 匚海外で の生 産台数を増 やした」を た
てるこ とがで きる。
○自
動車 メ ーカ ーは利 潤追求 のために，輸 出
段階を 超え ，現地生 産を核 とした本格的 な
国際化戦略を 開始 したことがわか る。








◇ 新 聞 記 事 「 日
産 座 間 工 場 の
閉鎖」
◇ 資 料 「 バ ブ ル
のつ け は 大 き
か った」
平成元年以 降の生 産台数 の減少 は， 自動車メ ーカ ーにど のよ うな影響を与え
たのか。
○生 産台 数が 減少 す る中， 自動
車 メ ーカ ーは どの よう な経 営
を始 めたのか。
・ 仮説 「従業員 の数を減 らしたり，工場 を閉
鎖し たりした」を たてるこ とがで きる。
○ バブル
景気崩 壊後 は国内 の自動車需要 が停








知識 の獲得 円高 に加え，平 成 に入り バブル景気が崩壊し たため国 内販売 台数まで減少 し
たので 自動車 産業 は部品の共有化や従業員 の削 減などのリスト ラを進 めた。















＊ 明 治 か ら 昭 和
60年 代 ま で の
ワーク シート
これまで のワ ークシートを比 べて， どの時代 にも共通 しているこ とは何 だろ
つＯ
↓
自動車 産業の技術 は，社 会のようすに，すな わちニーズと政策 に規定 され，
わたしたちのくらしに， すなわ ち生活 と産業 に影響を及ぼす。
↓
自動車産業 の技術は， ど のよう に進展 して きたのか。
↓
後発 自動 車産業国 の技術 は， 外国の技術を移入 する段 階から独自 の製品，工






















＠現 在， 社 会 のよ うす は どのよ
うに変わって きてい るのか。
＠現 在， 開 発さ れて い る自 動車
の長 所と短所は何か。
瑤わ た
し たち の くら しは， ど の
ように変 わったのだろうか。
＠ 自動車を求 める人 は， 環境対 策車，安 全対
策車，操作 の楽な車な ど， 多種多 様な自動
車を求 めている。
瑤政府 は， 地球温暖化 などの環境問題 や資源
の枯渇 に対 応する ための政策を徐 々に始 め
ている。
＠ ハイブ リッド車など，排 出ガ スを大 幅に削
減した環境 に優しい自動 車の開発が 進んで
いるが
，排 出ガ スを完 全にな くすことはで
きない， 価格が高いなど の問題が ある。
＠ リサイ クルできる部品 が多 くな って きてい
るが， 全て の部品を リサイクル するまでに
は至 っていない。
＠ サイド エアバッ クの装着 など， 衝突安 全性
を 高め た車 が開発されて いるが，人 間が運
転 する以上 事故はな くな らない。
ｅ 自動車産業 が新しい技術 を開発して いる段
階なので， わたしたち のくらし は， 昭和60
年 代に勉強 した内容 とほとんど変 わってい
ない。
◇ 資 料 「 車 にっ
いて のアンケー
ト 結果」
◇ グ ラ フ 「 交 通
事 故 死 亡 者 数
と負傷 者数」
◇ 新 聞 記 事 「 地
球 温 暖 化 防 止
国 際会議」
◇ 広 告 「21 世 紀
に 間 に あ い ま
した」
◇ 広 告 厂最 先 端
のセ
ーフティー
テク ノロ ジ ー
」
◇ 資 料 匚現 在 開



















(10 年 後 の社 会 の様子 は， ３つ





◇ ワ ー ク シ ート
厂21世 紀 一平成
20年－｣
＊ ワ ー ク シ ート
｢21 世 紀 一平 成
20年－｣
みんなが予 測した21世紀 一平成20年 －の社会のようす は， 自動車産業 の技術
をど のよう に変え るだろ うか。
廿　　　　　　　　　　　　矼　　　　　　　　　　　　↓
Ａ ソ ーラ ーカ ーや燃 料
電池 車 が 実用 化さ る
よ う にな る ので はな
いか(製品)。
Ｂ事 故 を 起こ さな いた
めの装 置を 量 産で き
る よ うに な るので は
ないか(工程)。
Ｃ コ ンピ ュ ータ ーメ ー
カ
－ との 結びっ きを
よ り 強 める ので はな
いか(経営)。
｜　　　　　　 心　　　　　　　　　　　 廿　　　　　　　　　　　 ↓
｜
みんなが予 測した21世紀 一平成20年 －の自動車産業 の技術 は， わたしたち の
生活をどのよう に変え るのだろ うか。
｜　　　　　　 ↓　　　　　　　　　　 廿　　　　　　　　　　 ↓
Ａ環 境 問題 を気 に せず
に 自動 車を 利 用で き
る
よう にな る ので，
自動 車 を使 う 時間 が
今 まで以 上 に 増え る
ので はない か(生 活)。
Ｂ安 全 な車 が量 産 され
値 段 も下 が る ので，
お年 寄 りが 自 動車 を
安 心し て使 え る よう
に な るので はない か
(生 活)。
Ｃ より 高性 能 の部品 が
求 め られ るので ， コ
ンピ ュ
ータ ー産業 が
更 に発 展 する ので は
ないか(産業)。
｜ 注）概念的知識，及 びそれに対 応する問い：　一　　　　　 説明的知識，及びそ れに対応 する問い：　一
下位 の説明的知 識， 及びそれに対応する問い：○　　　　　 現在の分析，及びそ れに対応 する問 い：　●
未来予測，及 びそれに対 応する問い：　一 一　　　　　 資料： ◇　　　　　 既 に示 した資料 ：　＊
Ⅳ．おわりに一本研究の成果と意義一
１．内容編成一相互関係と科学的社会認識一
本稿では，匚技術革新」と 匚社会変容」の相互
関係の視点に着目し，この視点により産業学習の
内容を構成することで，近現代史を通した我が国
の産業活動とそれを取り巻く社会を構造的かつ歴
史的に，更には後発自動車産業国の 匚技術革新」
の一般的傾向性を認識させることを保証しようと
25  ―
した。
本研究の内容構成上の意義は
，相互関係の視点，
で教科内容を編成することにより
，従来の産業学
習の理論で明らかにされていなかった近現代史を
通して見出される産業社会の特質
，趨勢を効果的
に捉えさせる科学性の高い産業学習論を提言した
ことにある。
２
．学習過程一連続的過程と科学的未来予測一
本稿は
，概念探究過程，未来予測過程それぞれ
に「‾技術革新
」と匚社会変容」の相互関係の視点
を
一貫して組織することで，現在までの産業社会
を構造的かつ歴史的に認識するに留まらず
，未来
の産業社会を描いていくにあたっても相互関係の
枠組みを応用し
，連続的な未来予測をさせている
ことに特徴かおる。
本研究の授業設計上の意義は
，相互関係の視曵
を学習過程に
一貫して組織することにより，従来
の授業設計
，及び授業実践に見られる概念探究過
程と未来予測過程との接続の課題を克服し
，両者
を連続的な過程として組織するための一つの方略
を示したことにある。
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